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迅
速
な
治
療
必
要

技 術で
末

敵
血
症
の
原
因
菌
回
定

者
数
の
約
2
割
を
占
め
て

い
る
。
敗
血
症
の
治
療

は
、
抗
菌
薬
投
与
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
抗
菌
薬
の
投
与
が
1
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
く
、

D
N
Aシ
ー
ケ
ン
ス
新
技
術
で
は
、
一
＿
＿つ
の
口
流
路
中
で
そ
れ
ぞ
れ
高
i

時
間
遅
れ
る
ご
と
に
死
亡
数
は
、

8
割
程
度
と
報
告
の
漑
速
化
を
研
究
し
て
い
要
素
技
術
の
組
み
合
わ
せ
速
化
す
る
こ
と
で
、

40分
i

率
が

7
.
6
％
上
昇
す
さ
れ
て
い
る
。

る
。

で
遺
伝
子
配
列
を
決
定
す
ほ
ど
で
遺
伝
子
配
列
を
決
i

る
。
敗

血

症

に

は

原

因

菌

る

。
目
的
の
定
し
、
細
菌
同
定
を
実
現
一

40分
で
見
つ
か
る

の

早

期

発

見

と

迅

速

か

つ

遺

伝

子

を

増

す

る

技

術

を

開

発

し

た

。

一

v
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用
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適

切
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菌
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治

療
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効
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定

の

手

法

と

し

幅

す
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P
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果
的
で
あ
る
。

て
は
、
血
液
培
養
以
外
に

R
、
増
幅
し

原

因

菌

の

同

定

は

、

曲

細

薗

の

遺

伝

子

配
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特
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遺

伝

子
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開

発

技

術

の

速

や

か

な

一
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培

養
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な
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ち

敗

血

定
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て

細

菌

種

を

同

定

で

長

さ

別

に

蛍

社

会

実

装

に

は

、

ベ

ン

チ

i

症
に
よ
っ
て
血
液
中
に
出
き
る
方
法
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検
出
す
る
方
法
が
一
般
的
ケ
ン
ス
）
が
あ
る
。
産

業

ー

ケ

ン

ス

、

年

7
月
、
同
技
術
に
基
づ
許
可
さ
れ
、
最
高
技
術
顧
別
な
ど
に
も
応
用
で
き

瞥

症

は

細

菌

な

ど

の

で

あ

る

。

検

査

に

数

日

を

技

術

総

合

研

究

所

（

産

総

蛍

光

標

識

さ

い

て

、

高

速

D
N
Aシ
ー
問
と
し
て
社
会
実
装
を
加
る
。
医
療
や
公
衆
衛
生
以

微
生
物
に
よ
っ
て
引
き
起
要
す
る
の
で
、
治
療
の
初
研
）
は
、
マ
イ
ク
ロ
流
路
れ
た
遺
伝
子
ケ
ン
サ
ー
の
開
発
・
製
造
速
す
る
準
備
が
整
っ
た
。
外
に
、
農
業
や
食
品
、
環

こ
さ
れ
る
感
染
症
の
―
つ
期
段
階
で
は
医
師
の
経
験
中
で
の
微
小
流
体
制
御
を
を
順
番
に
整
・
販
売
を
主
要
業
務
と
す
同
技
術
は
、
遺
伝
子
配
境
、
法
医
学
な
ど
、
さ
ま

で
あ
る
。

2
0
1
7年
の

的

治

療

が

行

わ

れ

て

い

利

用

し

て

、

正

確

性

の

高

列

さ

せ

る

電

る

「

株

式

会

社
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ネ

セ
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を

直

接

解

析

す

る

の

ざ

ま

な

分

野

で

の

利

用

も

全
世
界
で
の
患
者
数
は
年
る
。
治
療
初
期
か
ら
適
正
い
サ
ン
ガ
ー
法
に
基
づ

気
泳
動
で
あ
ン
ス
」
を
創
業
し
、
社
会
で
、
敗
血
症
の
原
因
菌
を
期
待
さ
れ
る
。
ベ
ン
チ
ャ

間

4
8
9
0
万

人

で

あ

る

。
私
は
、
実
装
に
向
け
た
活
動
を
開
同
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
ー
を
通
じ
て
、
社
会
に
貫

り
、
死
亡
者
数
は
年
間
1

こ
れ
ら
の
技
始
し
た
。
同
年
1
0
月
か
ら
薬
剤
耐
性
菌
の
検
査
や
ウ
献
し
た
い
。

1
0
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死
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マ

イ

ク

は

、
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総
研
と
の
兼
業
が
イ
ル
ス
な
ど
の
亜
種
の
判
（
木
曜
日
に
掲
載
）
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30分

従来のサンガー法新技術。

遺伝子配列の解析の高速化

遺
伝
子
配
列
を
直
接
解
析

9,  

産総研先端フォトニクス・
バイオセンシングオープン
イノベーションラボラトリ
主任研究員

古谷俊介

大阪府出身。13年に産総研に
職を得て以来、微細加工技術を
用いた分析技術の高速化に関す
る研究開発に取り組んできた。
23年7月、高速遺伝子配列解析
技術の商用化を目指すジェネセ
ンスの創業者として参画し、同
年10月より最高技術順問に就任
した。
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